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平
成
二
十
九
年
度 

福
岡
女
子
大
学
第
六
十
八
回
入
学
式  

及
び
大
学
院
第
二
十
五
回
入
学
式 

式
辞 

 

福
岡
女
子
大
学
に
合
格
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
満
足
感
と
達
成

感
の
漂
う
中
で
、
輝
か
し
い
入
学
式
の
雰
囲
気
を
私
は
直
に

感
じ
て
い
ま
す
。「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
持
ち
、
国
際
的
に
活

躍
で
き
る
人
材
育
成
」
を
大
学
の
理
念
と
す
る
福
岡
女
子
大

学
の
一
員
に
な
ら
れ
た
学
部
学
生
二
三
九
名
、
大
学
院
学
生

二
十
三
名
の
皆
さ
ん
を
、
心
よ
り
歓
迎
致
し
ま
す
。
ま
た
、

公
務
ご
多
用
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
入
学
式
に
ご
臨
席
賜
り
ま

し
た
福
岡
県
副
知
事 

大
曲 

昭
恵
様
を
は
じ
め
、
ご
来
賓
の

方
々
に
福
岡
女
子
大
学
を
代
表
し
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
本
年
度
の
入
学
式
に
、
皆
さ
ん
達
の
激
励
の
た

め
、
先
輩
の
方
々
に
御
出
席
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
本

年
度
は
、
福
岡
女
子
大
学
第
五
回
、
十
四
回
卒
業
の
方
々
六

名
で
す
。 

 

本
日
、
学
生
の
皆
さ
ん
が
晴
れ
の
入
学
式
に
出
席
し
て
お

ら
れ
る
の
も
、
入
学
試
験
と
い
う
過
酷
な
競
争
を
突
破
さ
れ

た
皆
さ
ん
自
身
の
努
力
に
よ
る
の
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
が
、

今
日
ま
で
物
心
両
面
か
ら
皆
さ
ん
を
温
か
く
支
え
て
い
た
だ
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い
た
ご
家
族
の
ご
恩
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
小

学
校
か
ら
今
日
ま
で
、
勉
学
と
い
う
面
か
ら
だ
け
で
な
く
、

心
の
成
長
も
支
え
て
い
た
だ
い
た
学
校
の
先
生
、
楽
し
い
に

つ
け
悲
し
い
に
つ
け
相
談
相
手
と
な
っ
て
く
れ
た
友
人
達
に

も
、
感
謝
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
は
若
い
が
故

に
何
事
も
自
分
で
出
来
る
と
思
う
の
は
良
い
こ
と
で
す
が
、

皆
さ
ん
の
現
在
の
晴
れ
姿
は
、
周
り
の
多
く
の
方
々
の
経
済

面
、
教
育
面
、
あ
る
い
は
精
神
面
か
ら
の
、
計
り
知
れ
な
い

程
の
多
く
の
支
援
に
よ
る
も
の
で
す
。 

 

こ
こ
で
、
皆
さ
ん
が
入
学
さ
れ
た
福
岡
女
子
大
学
の
歴
史

を
説
明
し
ま
し
ょ
う
。
福
岡
女
子
大
学
は
、
１
９
２
３
年
（
大

正
十
二
年
）
に
福
岡
県
立
女
子
専
門
学
校
と
し
て
設
立
さ
れ

ま
し
た
。
日
本
で
最
初
の
公
立
女
子
専
門
学
校
で
す
。
女
子

専
門
学
校
の
伝
統
は
、
１
９
５
０
年
に
県
立
福
岡
女
子
大
学

に
引
き
継
が
れ
、
学
部
・
大
学
院
組
織
を
充
実
さ
せ
な
が
ら
、

平
成
十
八
年
に
「
県
立
福
岡
女
子
大
学
」
か
ら
「
公
立
大
学

法
人 

福
岡
女
子
大
学
」
へ
と
変
遷
し
て
き
ま
し
た
。
福
岡

女
子
大
学
は
平
成
二
十
三
年
四
月
よ
り
「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
持
ち
、
国
際
的
に
活
躍
で
き
る
人
材
育
成
」
と
い
う
教
育

理
念
に
焦
点
を
絞
っ
た
大
学
と
な
り
ま
し
た
。
福
岡
女
子
大

学
は
、
１
９
２
３
年
（
大
正
十
二
年
）
の
県
立
女
子
専
門
学
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校
創
立
以
来
、
九
十
四
年
と
な
り
、
日
本
で
最
も
古
い
公
立

女
子
大
学
で
す
。
卒
業
生
数
は
県
立
女
子
専
門
学
校
の
開
学

以
来
、
一
一
九
八
〇
余
名
に
お
よ
び
、
社
会
的
に
活
躍
し
て

お
ら
れ
る
多
く
の
人
材
を
輩
出
し
て
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
は
、

そ
の
伝
統
あ
る
福
岡
女
子
大
学
の
一
員
と
な
っ
た
こ
と
に
誇

り
を
持
ち
、
勉
学
、
研
究
、
地
域
・
社
会
貢
献
、
国
際
活
動

に
励
ん
で
下
さ
い
。 

 

次
に
、
福
岡
女
子
大
学
の
最
近
の
進
展
・
発
展
状
況
を
説

明
し
ま
し
ょ
う
。
平
成
二
十
三
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
新
し
い

教
育
制
度
は
、
平
成
二
十
七
年
度
に
は
国
際
文
理
学
部
と
し

て
、
新
し
い
教
育
組
織
が
完
成
し
ま
し
た
。
本
年
度
か
ら
は
、

大
学
院
博
士
後
期
課
程
が
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ

れ
で
福
岡
女
子
大
学
は
学
部
か
ら
博
士
前
期
（
修
士
）
課
程

と
後
期
（
博
士
）
課
程
が
完
成
し
、
大
学
と
大
学
院
で
の
高

等
教
育
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
大
学
に
な
り
ま
し
た
。
こ
こ

数
年
の
福
岡
女
子
大
学
の
進
展
は
目
覚
し
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。
例
え
ば
、
こ
こ
数
年
で
入
試
合
格
基
準
の
偏
差
値
が
高

く
な
り
、
皆
さ
ん
は
そ
の
難
関
を
突
破
し
て
入
学
さ
れ
ま
し

た
。
一
年
生
の
間
に
約
７
０
％
が
参
加
す
る
外
国
で
の
勉
強
、

女
子
大
美
術
館
の
新
設
と
そ
れ
を
使
っ
た
「
感
性
学
習
」
の

ス
タ
ー
ト
、
キ
ャ
ン
パ
ス
再
整
備
等
、
福
岡
女
子
大
学
は
教
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育
の
質
で
あ
る
、「
大
学
力
」
と
「
知
名
度
」
で
目
覚
し
い
進

化
を
遂
げ
て
い
ま
す
。
２
０
２
３
年
に
は
福
岡
女
子
専
門
学

校
創
立
以
来
百
周
年
を
迎
え
ま
す
。 

 

そ
れ
で
は
皆
さ
ん
が
学
部
四
年
間
で
勉
強
す
る
福
岡
女
子

大
学
の
教
育
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
ょ
う
。
福
岡
女
子
大
学

は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
よ
り
従
来
の
教
育
組
織
を
一
新
し
、

国
際
文
理
学
部
に
国
際
教
養
学
科
、
環
境
科
学
科
、
食
・
健

康
学
科
か
ら
構
成
さ
れ
た
一
学
部
三
学
科
の
新
生
福
岡
女
子

大
学
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。
国
際
文
理
学
部
の
教
育
の

理
念
や
育
成
す
べ
き
学
生
像
に
つ
い
て
は
、
皆
さ
ん
は
様
々

な
情
報
手
段
を
通
じ
て
既
に
理
解
し
て
お
ら
れ
る
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
始
ま
る
授
業
、
授
業
時
間
外
教
育
指
導
、
体

験
・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
授
業
、
さ
ら
に
サ
ー
ク
ル
活
動
、

地
域
・
社
会
活
動
、
国
際
活
動
等
の
教
育
指
導
を
通
じ
て
、

福
岡
女
子
大
学
の
建
学
の
精
神
で
あ
る
「
次
代
の
女
性
リ
ー

ダ
ー
を
育
成
」
と
、
教
育
理
念
を
新
入
生
の
皆
さ
ん
が
理
解

す
る
よ
う
に
、
教
職
員
は
徹
底
し
た
指
導
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。 

 

福
岡
女
子
大
学
の
一
年
生
は
、
日
本
人
の
学
生
の
場
合
は

寮
で
一
年
間
、
留
学
生
は
四
年
間
、「
国
際
学
友
寮
な
で
し
こ
」
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で
共
同
生
活
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
す
で
に
皆
さ
ん
は

寮
生
活
を
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
寮
は
生
活
の
場
だ
け
で

な
く
、
教
育
の
場
で
も
あ
り
ま
す
。
教
育
の
場
と
し
て
の
効

果
を
上
げ
る
た
め
に
、
月
曜
日
は
ア
ル
バ
イ
ト
禁
止
と
し
て

お
り
、
自
己
啓
発
教
育
日
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
寮
で
は
、

毎
日
の
朝
の
時
間
を
利
用
し
た
一
時
間
の
イ
ン
グ
リ
ッ
シ

ュ
・
タ
イ
ム
と
、
月
曜
日
は
２
４
時
間
の
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・

デ
イ
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
国
際
化
に
慣
れ
る
た
め
の
生
活

を
行
っ
て
い
ま
す
。
日
本
人
学
生
は
外
国
人
留
学
生
と
盛
ん

に
交
流
し
、「
国
際
的
多
様
性
」
を
身
に
付
け
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。
春
学
期
が
始
ま
る
と
、
す
ぐ
に
英
語
漬
け
の
勉
強

が
始
ま
り
ま
す
。
受
講
す
る
授
業
は
楽
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

し
っ
か
り
と
す
べ
て
が
身
に
つ
く
よ
う
学
ん
で
く
だ
さ
い
。 

 

少
人
数
教
育
に
よ
る
日
本
語
・
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
術
の
向
上
や
、
自
分
で
課
題
を
見
つ
け
自
分
で
問
題
を
解

決
す
る
創
造
型
デ
ザ
イ
ン
科
目
な
ど
、
教
職
員
の
努
力
に
よ

り
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
色
々
な
仕
掛
け
と
工
夫
が
な
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
年
度
か
ら
は
、
授
業
の
一
回
目
、
も
し
く
は
二

回
目
ま
で
に
、
教
員
と
学
生
が
徹
底
的
に
討
論
す
る
場
を
設

け
て
い
ま
す
。
即
ち
「
こ
の
授
業
で
学
ぶ
べ
き
こ
と
や
学
ん

で
欲
し
い
こ
と
、
こ
の
授
業
を
受
け
る
と
将
来
ど
の
よ
う
に
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役
立
つ
の
か
、
ま
た
、
役
立
て
る
べ
き
な
の
か
」
等
の
討
論

を
行
い
、
授
業
に
対
す
る
心
構
え
と
姿
勢
を
確
認
し
ま
す
。

授
業
で
何
を
学
ぶ
の
か
、
何
を
理
解
し
、
何
に
役
立
て
る
べ

き
か
を
皆
さ
ん
が
理
解
し
た
後
に
授
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。 

 

今
年
度
よ
り
、
国
際
文
理
学
部
の
名
に
相
応
し
い
、
文
理

統
合
教
育
を
徹
底
し
て
行
い
ま
す
。
文
理
統
合
の
授
業
を
受

け
る
こ
と
に
よ
り
、
今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
新
し
い
分
野
の

発
見
が
次
々
に
行
わ
れ
、
感
動
す
る
経
験
が
増
し
て
き
ま
す
。

こ
の
感
動
と
教
育
の
新
し
い
分
野
の
開
拓
こ
そ
が
、
教
育
の

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
即
ち
自
分
自
身
の
教
育
改
革
へ
と
繋
が

る
の
で
す
。
ま
た
、
今
年
よ
り
「
感
性
」
に
関
す
る
授
業
も

開
始
し
ま
す
。
ワ
ク
ワ
ク
す
る
内
容
の
授
業
に
期
待
し
て
く

だ
さ
い
。 

 

皆
さ
ん
が
こ
れ
か
ら
福
岡
女
子
大
学
で
受
け
る
教
育
は
、

受
け
身
で
か
つ
他
人
か
ら
強
制
さ
れ
る
勉
強
で
あ
っ
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
大
学
教
育
に
は
、
新
し
い
知
識
の
蓄
積
、
新
事

実
の
発
見
、
さ
ら
に
自
分
の
考
え
を
展
開
で
き
る
と
い
う
期

待
と
感
動
が
あ
り
ま
す
が
、
決
し
て
易
し
く
、
楽
し
い
こ
と

ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
学
問
、
研
究
は
、
専
門
的
で
深

く
追
求
す
れ
ば
す
る
程
、
苦
し
さ
が
増
し
て
き
ま
す
。 
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抵
抗
な
く
何
事
に
も
飛
び
込
ん
で
行
き
、
失
敗
が
許
さ
れ

る
の
は
若
い
時
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
新
入
生
の
皆
さ
ん
は
、

若
者
の
特
権
を
持
て
る
若
い
日
々
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ

る
こ
と
を
自
覚
し
て
、
一
日
一
日
を
有
効
に
、
学
生
生
活
が

実
り
多
く
、
有
意
義
と
な
る
様
心
掛
け
て
下
さ
い
。
福
岡
女

子
大
学
の
学
生
と
い
う
誇
り
を
持
ち
、
何
事
に
も
自
分
の
意

見
を
持
ち
、
積
極
的
、
建
設
的
な
行
動
の
取
れ
る
成
熟
し
た

社
会
人
に
成
長
す
る
こ
と
を
願
っ
て
、
式
辞
と
致
し
ま
す
。 

 

「
大
学
で
何
を
学
ぶ
べ
き
か
、
自
分
で
考
え
よ
」 

 

平
成
二
十
九
年
四
月
三
日 

 

公
立
大
学
法
人
福
岡
女
子
大
学 

理
事
長
・
学
長 

梶
山 

千
里 


